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フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

春
原
正
三
郎

　

こ
の
夏
は
過
去
に
な
い
猛
暑
が

続
き
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
暮
ら
し
難
い
日
々
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ

う
や
く
師
走
ら
し
い
季
節
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
素
は
当
ク

ラ
ブ
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
２
月
の
定
時

総
会
で
会
長
就
任
以
来
、
た
び
た

び
当
ク
ラ
ブ
の
活
発
化
の
た
め

「
会
員
増
強
を
！
」「
当
面
２
０

０
名
！
」
と
お
願
い
し
て
き
ま
し

今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
の
年
間
活
動
と
し
て
、
春
・
秋
の

箱
根
交
流
会
や
2
カ
月
ご
と
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

サ
ロ
ン
、
施
設
見
学
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
間
の

交
流
を
深
耕
す
る
た
め
に
も
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
度
２
０
１
名
と
な

り
ま
し
た(

11
月
末
現
在)

。
２
０
０
０
年
発
行

の
「
会
報
４
号
」
に
は
２
７
０
名
と
記
さ
れ
て

ま
す
が
、
そ
の
後
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
１

０
０
名
を
割
り
、
ク
ラ
ブ
の
存
続
危
機
も
あ
り

ま
し
た
。
長
年
か
け
、
よ
う
や
く
皆
さ
ま
の
ご

紹
介
や
ご
協
力
に
よ
り
目
標
に
到
達
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
女
性
会
員
比
率
が
１
割
も
満
た
な
い

現
状
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
現
役
で
活
躍
中
の

卒
業
生
を
も
っ
と
増
や
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も

会
員
増
強
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
神
奈
川
大
学
創
立
１
０
０
周
年

の
前
年
、
２
０
２
７
年
に
設
立
30
周
年
を
迎
え

ま
す
。
活
気
あ
る
ク
ラ
ブ
に
向
け
、
よ
り
活
発

化
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
11
月
に

は
新
た
な
試
み
と
し
て
11
月
９
日
、
留
学
生
16

名
を
交
え
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
」
を
実
施

し
ま
し
た
。（
詳
細
は
、
小
林
二
三
夫
副
会
長

の
結
果
報
告
記
事
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

　

さ
て
、
今
年
度
の
村
橋
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨

学
金
授
与
式
は
12
月
24
日
に
開
催
予
定
で
す
。

今
回
か
ら
奨
学
金
等
協
力
専
門
委
員
会
委
員
長

の
小
林
照
夫
さ
ん
が
選
考
委
員
と
し
て
携
わ
ら

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
た
び
た
び
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
奨
学
金
募
金
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
奨
学
金
創
設
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

村
橋
三
好
先
輩
の
想
い
を
も
う
一
度
ご
理
解
い

た
だ
き
、
家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り
学
業
に
専

念
で
き
な
い
優
秀
学
生
を
支
援
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
会
員
増
に
ご
協
力
を

新たな試みとして開催したBBQ交流会の集合写真
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フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
設
立
前
、

「
神
奈
川
大
学
産
業
人
の
会
」
と
い
う

組
織
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
会
の
代
表

者
は
片
桐
典
徳
京
浜
急
行
電
鉄
会
長
が

務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
目
的
は
、
経

済
界
の
有
力
企
業
や
団
体
、
法
曹
界
、

教
育
界
、
報
道
界
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

や
官
公
庁
、
自
営
業
な
ど
で
活
躍
す
る

卒
業
生
た
ち
が
集
ま
り
、
会
員
相
互
の

親
睦
や
研
鑽
、
母
校
を
支
援
し
、
そ
の

維
持
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
し
た
。

寄
付
金
の
募
集
や
学
生
の
就
職
活
動
支

援
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
片
桐
さ
ん
が

亡
く
な
る
と
、
会
は
自
然
休
眠
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
じ
目
的
で
平
成

9
年
（
１
９
９
7
年
）、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
と
い
う
名
の
新
し
い
組
織
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
２
０
１
２
年
に
総
務
部
校

友
課
へ
配
属
さ
れ
、
以
来
12
年
半
に
渡

り
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま

と
お
仕
事
が
で
き
ま
し
た
事
を
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
号
で
こ
の
よ
う
な
形

で
皆
さ
ま
へ
お
言
葉
を
届
け
ら
れ
る
機

会
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
事
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
、
私
が
就
職
課
か
ら
異

動
し
て
き
た
当
初
の
ク
ラ
ブ
は
存
続
危

機
の
状
況
で
し
た
。
当
時
は
会
員
80
名

強
。
幽
霊
会
員
も
多
く
、
当
時
の
会
長

（
故
鈴
木
会
長
）
は
じ
め
、
運
営
委
員

会
内
で
も
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
を
閉

じ
よ
う
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
た
状
況

で
し
た
。
そ
の
様
な
中
、
若
手
の
運
営

委
員
よ
り
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
を

絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
熱
い
発

言
が
あ
り
、
存
続
に
向
け
再
び
動
き
出

　

ま
ず
会
の
名
称
や
会
則
、
代
表
者
及

び
世
話
人
を
選
任
。
会
則
に
は
、
第
1

部
会
員
は
東
京
証
券
取
引
所
上
場
企
業

役
員
経
験
者
、
第
2
部
会
員
は
非
上
場

企
業
、
第
3
部
は
そ
の
他
で
、
役
員
任

期
は
2
年
。
総
会
に
は
、
学
校
法
人
神

奈
川
大
学
の
理
事
長
及
び
学
長
に
出
席

し
て
頂
き
、
本
会
の
事
務
は
神
奈
川
大

学
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

代
表
世
話
人
と
し
て
、
神
尾
英
雄
ト

ヨ
タ
自
動
車
副
社
長
（
の
ち
相
談
役
）

が
就
任
さ
れ
、
発
足
当
時
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、
世
話
人
に
第
1
部
は
長
野
定
英

日
鍛
バ
ル
ブ
社
長
（
の
ち
相
談
役
）、

小
川
哲
也
太
平
洋
工
業
取
締
役
名
誉
会

長
、
他
に
小
松
耕
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ

ー
専
務
取
締
役
、
松
村
秀
雄
野
村
證
券

専
務
取
締
役
、
新
井
三
夫
ト
ヨ
タ
オ
ー

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
誕
生
し
た
の
が
、

「
箱
根
交
流
会
」
で
す
。

　

当
時
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ば
、
隔
月

で
開
催
さ
れ
て
い
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ

ロ
ン
と
、
定
時
総
会
以
外
、
会
員
が
交

流
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

は
、
回
に
よ
っ
て
は
10
名
に
も
満
た
ず
、

加
え
て
毎
回
の
顔
ぶ
れ
が
同
じ
状
況
で

し
た
。

　

そ
こ
で
、
實
方
副
会
長
（
当
時
）
と

相
談
し
、箱
根
保
養
所
を
利
用
し
た「
箱

根
交
流
会
（
ゴ
ル
フ
・
温
泉
の
会
）」

を
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。
今
で
は
ク

ラ
ブ
の
恒
例
の
行
事
と
な
り
、
今
年
20

回
を
数
え
ま
し
た
。
徐
々
に
参
加
会
員

も
増
え
ま
し
た
が
、
箱
根
に
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
会
員
を
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
か
が
課
題
と
な
り
、
次
に
原
副

ト
神
奈
川
代
表
取
締
役
社
長
、
島
津
英

郎
ビ
ー
コ
ン
シ
ス
テ
ム
取
締
役
会
長
、

磯
邉
晃
三
洋
証
券
常
務
取
締
役
（
の
ち

三
洋
投
資
顧
問
、
代
表
取
締
役
社
長
）、

鈴
木
実
西
原
代
表
取
締
役
社
長
、
山
本

貞
夫
日
鍛
バ
ル
ブ
取
締
役
社
長
、
武
藤

忠
義
村
上
開
明
堂
代
表
取
締
役
社
長
な

ど
名
を
連
ね
、
当
時
は
名
古
屋
で
会
合

を
持
ち
、
懇
親
ゴ
ル
フ
を
行
い
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
拡
大
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
会
合

に
は
宇
佐
見
暢
男
日
本
ベ
ッ
ド
製
造
代

表
取
締
役
社
長
や
岡
田
万
久
ア
イ
メ
ッ

ク
ス
代
表
取
締
役
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
「
神
奈
川
大
学
産
業
人
の
会
」
の
目

的
を
承
継
し
、
会
則
を
定
め
「
神
奈
川

大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」
を
正
式

名
称
と
決
め
、
私
は
世
話
人
の
1
人
と

し
て
、
各
有
力
企
業
勤
務
者
に
電
話
や

手
紙
で
参
加
を
依
頼
し
会
員
の
増
加
に

つ
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
会
員
数

も
増
え
、
総
会
出
席
者
も
相
当
数
と
な

り
、
設
立
総
会
が
平
成
9
年
12
月
5
日

に
開
か
れ
、
神
尾
秀
雄
会
長
を
中
心
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ゴ
ル

フ
会
を
度
々
重
ね
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
や

三
橋
美
智
也
、
春
日
八
郎
な
ど
懐
メ
ロ

曲
に
興
じ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
親

睦
を
深
め
、
神
尾
さ
ん
や
長
野
さ
ん
、

プ
ロ
ま
が
い
の
鈴
木
さ
ん
の
歌
声
が
と

て
も
楽
し
く
、
今
も
脳
裏
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

私
と
し
て
は
今
後
と
も
、
神
奈
川
大

会
長
と
企
画
し
実
施
し
た
の
が
「
施
設

見
学
会
」
で
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
」。
会
員
が
従
事
さ
れ
て
い

る
企
業
を
訪
問
し
、
知
的
財
産
の
見
学

や
、そ
こ
で
働
く
卒
業
生
と
の
交
流（
勧

誘
）
も
含
め
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
企
画
を
実
現
す
る
に
あ
た
り
、
故

鈴
木
会
長
、
村
田
前
会
長
、
春
原
会
長

に
は
本
当
に
相
談
の
段
階
か
ら
後
押
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
順
風

満
帆
に
進
ん
で
い
た
事
業
も
新
型
コ
ロ

ナ
の
猛
威
に
よ
っ
て
全
機
能
が
停
止
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
無
い
よ
う
な
事
態
を
ど
の
様
に
乗
り

越
え
る
の
か
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
サ
ロ
ン
の
開
催
に
加
え
、

完
全
無
償
化
で
実
施
し
、
ク
ラ
ブ
の
社

会
貢
献
並
び
に
知
名
度
向
上
に
着
手
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
退
会
者
も
最
低

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、

今
で
は
会
員
数
は
２
０
０
名
を
超
え
、

時
代
と
と
も
に
様
々
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
も
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ま
と
向
き
合
っ
て

き
た
成
果
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
、
新
た

な
部
署
で
、
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
財

産
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
１
階
に
い

ま
す
の
で
、
お
近
く
に
い
ら
し
た
際
は
、

是
非
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
長
い
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
を
卒
業
し
た
仲
間
と
し
て
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
と
の
交
流
会
な
ど
を

通
じ
、
会
の
目
的
を
失
う
こ
と
な
く
、

楽
し
い
会
が
続
く
よ
う
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
設
立
時
に
当
事
者
と
し
て
関
わ
っ
た
磯
邉
晃
さ
ん
（
昭
和
35

年
法
律
卒
、
宮
陵
会
参
与
）
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

設立当時、総会後の懇親会にて箱根交流会の余興を盛りあげる後藤氏 フロンティアクラブ設立当時の総会の様子ゴルフの会にて（左から後藤氏、石渡理事長、春原会長）

12
年
６
ヵ
月
の

　
　
　
　

感
謝
を
込
め
て

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
設
立　

　
　
　
　

    
当
時
の
思
い
出

東
京
都　

磯
邉　
晃
（
８
６
歳
）

社
会
連
携
部　
社
会
連
携
課

　
　
　
後
藤　
喜
多
郎
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１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
経
済
学
科

に
入
学
し
た
当
時
は
、
ま
だ
学
園
紛
争

の
名
残
も
あ
り
、
１
年
次
の
期
末
試
験

は
レ
ポ
ー
ト
提
出
で
し
た
。
た
だ
、
大

学
の
講
義
は
大
変
興
味
深
く
、
特
に
経

済
原
論
Ⅰ
の
宮
川
武
雄
教
授
、
経
済
原

論
Ⅱ
の
海
道
勝
稔
教
授
、
政
治
学
の
春

宮
千
鐵
教
授
の
講
義
へ
の
出
席
は
毎
回

楽
し
み
で
し
た
。

　

行
政
書
士
の
資
格
は
大
学
１
年
次
に

取
得
し
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
の
資
格

　

宮
陵
会
理
事
会
終
了
後
に
声
を
掛
け

て
頂
き
、
以
前
か
ら
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
の
存
在
は
耳
に
し
て
い
た
が
、
直

接
話
し
か
け
ら
れ
た
の
は
そ
の
時
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
現
在
地
の
秋
田

か
ら
フ
ラ
イ
ト
で
羽
田
迄
50
分
、
白
楽

駅
か
ら
歩
き
、
自
宅
を
出
て
大
学
へ
着

く
ま
で
お
よ
そ
２
時
間
半
の
道
の
り
に

な
る
。
幾
度
と
な
く
足
を
運
ん
だ
六
角

橋
商
店
街
は
今
も
学
生
街
に
溶
け
込
ん

で
い
る
の
が
心
に
響
く
。
し
か
し
最
初

を
生
業
に
す
る
と
は
当
時
考
え
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
10
年
ほ
ど
法
律
業
界
に

身
を
置
き
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年

１
月
に
独
立
し
ま
し
た
。
相
続
手
続
、

法
人
の
許
認
可
手
続
を
中
心
に
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
話
題
に
な
っ
た

宗
教
法
人
認
証
に
関
わ
る
業
務
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
実
務
と
マ
ス
コ
ミ
報
道

の
乖
離(

か
い
り)

に
閉
口
し
た
も
の
で

す
。

　

県
行
政
書
士
会
副
会
長
を
５
期
（
１

の
下
宿
先
だ
っ
た
斉
藤
分
町
は
住
宅
街

が
整
備
さ
れ
、
卒
後
50
年
余
の
歳
月
は

街
並
み
を
変
え
た
。

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
秋
の
交
流
会

で
は
、
前
泊
し
た
箱
根
保
養
所
か
ら
、

程
な
く
雨
も
上
が
っ
た
早
朝
に
、
初
め

て
御
殿
場
の
ゴ
ル
フ
場
へ
と
向
か
っ
た
。

原
副
会
長
の
車
で
お
世
話
に
な
り
、「
こ

の
道
が
近
道
に
な
る
よ
」
と
説
明
し
て

く
れ
た
。
土
地
勘
の
な
い
私
は
助
手
席

で
「
う
ん
う
ん
」
と
黙
っ
て
聞
い
て
い

０
年
）、県
政
治
連
盟
会
長
を
４
期
（
８

年
）
務
め
、
２
０
２
１
年
に
行
政
書
士

業
務
精
励
に
対
し
、
総
務
大
臣
表
彰
、

神
奈
川
県
知
事
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

お
支
え
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
小
林
二
三
夫

先
生
（
73
年
貿
易
卒
）
の
お
声
が
け
を

い
た
だ
き
、「
神
奈
川
大
学
行
政
書
士

宮
陵
会
」
設
立
準
備
の
真
っ
最
中
で
す
。

　

今
後
も
「
質
実
剛
健
・
積
極
進
取
」

の
建
学
の
精
神
を
胸
に
刻
み
、
更
に
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。（
１
９
５
６
年
北
海
道
芦
別
市
出
身
、

91
年
行
政
書
士
事
務
所
開
設
、
現
在
に

至
る
）

た
。（
本
来
は
ゴ
ル
フ
場
従
業
員
の
仕

事
や
通
勤
用
向
け
に
造
ら
れ
た
道
ら
し

い
）

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
帰
り
道
は
、
春
原

会
長
の
車
に
乗
せ
て
頂
き
、
懇
談
会
で

初
心
者
に
頂
い
た
賞
品
を
ご
っ
そ
り
。

翌
朝
、
宅
急
便
に
預
け
た
。（
ス
コ
ア

は
„
普
段
着
＂
の
３
桁
を
、
な
す
術
も

な
く
叩
き
ま
し
た
）。

　

さ
て
今
年
も
あ
と
２
カ
月
を
切
り
、

来
年
の
コ
ン
ペ
参
加
は
ど
う
す
る
か
。

新
聞
配
達
所
か
ら
の
高
島
易
断
所
編
纂

(

へ
ん
さ
ん)

を
何
気
な
く
め
く
っ
て
暦

を
見
た
ら
、
昭
和
21
年
生
ま
れ
は
九
紫

火
星
。
運
勢
は
「
積
み
重
ね
た
努
力
と

経
験
を
開
花
さ
せ
る
時
で
、
待
ち
に
待

っ
た
幸
運
を
つ
か
め
る
年
で
す
」
と
表

現
さ
れ
、
更
に
「
徳
は
孤
な
ら
ず
、
必

ず
隣
あ
り
」
と
あ
る
。
沈
み
掛
け
て
い

た
グ
レ
ー
の
気
持
ち
は
吹
っ
飛
ん
だ
。

　

迷
い
を
振
り
切
っ
た
英
断
は
、
単
純

明
快
。
努
力
に
線
を
引
き
、
運
だ
け
に

全
て
を
賭
け
よ
う
！
と
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

加
藤　

幹
夫

伊
藤　

惠
一

１
９
８
0（
昭
和
55
）年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

１
９
6
９（
昭
和
44
）年
法
学
部
法
律
学
科
卒

建
学
の
精
神
を
胸
に
、
行
政
書
士
と
し
て
生
き
る

九
紫
火
星
の
人

　

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）、

行
政
書
士
加
藤
綜
合
法
務
事
務
所

を
開
設
。

　

主
と
し
て
、
相
続
手
続
・
法
人

の
許
認
可
手
続
・
会
社
法
務
書
類

作
成
、
相
談
業
務
等
。

精
通
し
て
い
る
会
員
が
少
な
い
、

宗
教
法
人
認
証
手
続
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

出
身
地
は
秋
田
県
、
学
生
時
代

の
部
活
は
合
気
道
部
、
20
歳
代
か

ら
民
謡
・
浪
曲
十
八
番
を
聴
い
て

い
た
。

　

２
０
２
４
年
11
月
9
日
（
土
）
に
神

奈
川
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
、
横

浜
北
宮
陵
会
、
町
田
宮
陵
会
、
川
崎
市

宮
陵
会
が
共
催
で
留
学
生
を
招
い
た
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
よ
う
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
実

施
で
き
れ
ば
、
留
学
生
と
ビ
ジ
ネ
ス
経

験
豊
富
な
神
奈
川
大
学
卒
業
生
と
貴
重

　

晴
天
の
下
、
毎
年
恒
例
と
な
る
神
奈

川
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
施
設
見

学
会
が
12
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
見
学
コ
ー
ス
の
ス

タ
ー
ト
は
、
今
年
か
ら
神
奈
川
大
学
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
た
国
の
重
要
文
化

財
で
も
あ
る
横
浜
開
港
記
念
会
館
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ジ
ャ
ッ
ク
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
マ
リ
ー

ン
ル
ー
ジ
ュ
に
乗
船
し
、
横
浜
の
シ
ン

ボ
ル
・
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
り
、

横
浜
港
内
を
一
周
し
、
下
船
後
、
バ
ス

ツ
ア
ー
で
大
黒
埠
頭
の
横
浜
港
国
際
流

な
交
流
の
場
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

以
下
、
開
催
の
概
要
で
す
。

　

▽
日
時
、
２
０
２
４
年
11
月
９
日

（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
▽
場
所
、
玄

海
田
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場　
（
横
浜

市
緑
区
長
津
田
み
な
み
台
）
▽
参
加
者
、

46
名
（
留
学
生
16
名
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
９
名
、
横
浜
北
14
名
、
町
田
３

名
、
川
崎
１
名
、
法
人
役
員
１
名
、
大

学
職
員
２
名
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

奨
学
生
１
名
、
う
ち
ご
家
族
4
名
）。

な
お
、
各
地
域
組
織
な
ど
の
参
加
者
に

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
い
ま

す
の
で
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
は
、

計
15
名
の
参
加
に
な
り
ま
す
。
所
属
が

重
な
る
人
も
お
り
、
人
数
計
算
が
複
雑

で
す
が
、
参
加
総
人
数
は
、
合
計
46
名

で
す
。

　

留
学
生
は
、
神
奈
川
大
学
で
1
セ
メ

ス
タ
ー
、
ま
た
は
１
年
間
と
短
期
間
学

ぶ
、
主
に
神
奈
川
大
学
の
協
定
校
か
ら

来
て
い
る
留
学
生
で
す
。
教
育
・
学
生

支
援
部
、
国
際
担
当
の
ご
協
力
に
よ
り

参
加
留
学
生
の
出
身
国
は
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

中
国
、
台
湾
、
メ
キ
シ
コ
と
多
国
に
わ

た
り
、
参
加
Ｏ
Ｂ
も
興
味
深
く
若
い
留

学
生
か
ら
各
国
の
事
情
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
１
名
で
す
が
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
の
奨
学
生
が
参
加
し
、
Ｏ
Ｂ

に
就
職
に
つ
い
て
聞
い
た
り
、
留
学
生

と
交
流
す
る
な
ど
、
奨
学
生
に
と
っ
て

通
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
海
上
と
陸
上

の
２
つ
の
視
点
か
ら
横
浜
の
「
流
通
」

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見

学
後
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
会
員

の
県
民
共
済
理
事
長
・
手
島
康
博
氏
の

厚
い
お
も
て
な
し
を
受
け
、
県
民
共
済

プ
ラ
ザ
内
宴
会
場
「
メ
ル
ヴ
ェ
ー
ユ
」

で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
み
な
と
み

ら
い
地
区
の
港
の
夜
景
が
一
望
で
き
る

会
場
で
は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
施
設

見
学
会
は
来
年
度
も
実
施
予
定
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。（
事
務
局　

菊
永
恒
大
）

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
在

学
す
る
奨
学
生
の
参
加
が
増
え
れ
ば
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
奨
学
生
に
認
定
さ

れ
る
意
義
が
さ
ら
に
増
す
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
留

学
生
が
日
本
、
日
本
人
、
神
奈
川
大
学

を
身
近
に
感
じ
て
帰
国
し
、
神
奈
川
大

学
の
フ
ァ
ン
、
日
本
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、

大
げ
さ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
日
本
の
安
保
に
貢
献
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

BBQ交流会の様子

横浜港国際流通センターにて

企
業
紹
介

留
学
生
を
招
い
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
報
告

海
と
陸
か
ら

横
浜
港
な
ど
を
見
学

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
副
会
長
・

横
浜
北
宮
陵
会
会
長小

林　
二
三
夫
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写真で振り返る今年の神奈川大学ホームカミングデー
　今年第30回を迎えたホームカミングデーが11月10日(日)に横浜キャンパスで開かれ、500人を超える卒業生が集まりました。石渡理事
長、小熊学長によるあいさつより始まり、様々なイベントが開催され、参加者は思い思いに懐かしいキャンパスで1日を過ごしました。
その様子を写真でご報告します。

チアリーディング部による演舞

昔の面影を残す  7 号館教室神大応援コーナー

水泳部の横山貴コーチによる
トークショー

学食体験　おにぎり＆豚汁スタンド
山形県産はえぬきのおにぎりと卒業生が経営する

井上醸造の信州味噌を使った豚汁

課外活動団体による体験コーナー 昔の面影を残す  7 号館教室神大応援コーナー

屋外の物販コーナー

久保清治宮陵会会長（右）

卒業生有志「フロイデコール・レジェンド」
との校歌斉唱

卒業生有志「フロイデコール・レジェンド」
との校歌斉唱

神大マスコットキャラクター
「JIN＆KANA」撮影コーナー

管弦楽団による演奏

水泳部の横山貴コーチによる
トークショー

オープニングセレモニーに登壇する石渡卓理事長オープニングセレモニーの司会者
エフエム東京所属の中田美香氏（経営学部卒）

学食体験　おにぎり＆豚汁スタンド
山形県産はえぬきのおにぎりと卒業生が経営する

井上醸造の信州味噌を使った豚汁

課外活動団体による体験コーナー

オープニングセレモニーの様子
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私
は
、
２
０
１
１
年
に
法
学
部
法
律

学
科
に
入
学
し
、
15
年
同
学
科
を
卒
業

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
奈
川
大
学
法

科
大
学
院
に
進
学
し
、
18
年
に
修
了
。

21
年
に
司
法
試
験
に
合
格
し
、
現
在
、

千
葉
県
内
の
法
律
事
務
所
で
弁
護
士
と

し
て
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
時

代
及
び
大
学
院
時
代
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
の
図
書
館
で
勉
強
を
す
る
日
々
を
送

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
法
曹
を
目
指
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
大
学
2
年
の
終
わ
り
頃

に
就
職
活
動
を
す
る
か
ど
う
か
を
考
え

て
い
た
際
、
法
科
大
学
院
と
の
橋
渡
し

の
授
業
（
法
曹
を
目
指
す
人
の
た
め
の

授
業
）
が
翌
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
と
を

シ
ラ
バ
ス
で
偶
然
知
り
、
そ
こ
で
、
よ

り
詳
し
く
法
律
を
勉
強
し
た
い
と
考
え
、

法
科
大
学
院
、
司
法
試
験
、
法
曹
と
い

う
道
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
振
り
返
る
と
、
偶
然
目
に
し
た
シ

ラ
バ
ス
に
よ
っ
て
、
人
生
の
進
む
道
が

決
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
っ
と

も
、
目
指
す
だ
け
で
実
現
で
き
る
ほ
ど

甘
く
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
本
を
読
む
習

慣
も
な
く
、
難
し
い
本
を
読
む
だ
け
の

集
中
力
も
な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、
何

度
も
自
分
の
力
の
無
さ
を
目
の
当
た
り

　

２
０
２
４
年
10
月
4
日
に
箱
根
交
流

会
ゴ
ル
フ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
適
度
な
難
易
度

で
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
Ｐ
Ｇ
Ｍ
御
殿
場
コ
ー
ス
。

午
前
中
雨
が
降
っ
て
い
て
グ
リ
ッ
プ
が

滑
る
状
態
で
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
が

午
後
は
晴
れ
間
も
あ
り
無
事
完
走
で
き

ま
し
た
。
時
折
顔
を
出
す
富
士
山
や
箱

根
の
素
晴
ら
し
い
自
然
の
中
で
同
窓
の

方
々
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
主
催
者
側
の
ご
提
案

　

今
回
は
山
歩
き
で
は
な
く
、
近
隣
住

宅
街
の
「
台
地
か
ら
下
る
」
葛
葉
緑
地

の
散
策
で
し
た
。
緑
地
の
中
央
を
流
れ

る
葛
葉
川
（
丹
沢
が
水
源
）
が
、
そ
の

水
勢
に
よ
っ
て
大
地
を
大
き
く
、
深
く

削
り
取
り
、
蛇
行
し
、
高
低
差
30
メ
ー

ト
ル
（
ビ
ル
10
階
建
て
に
相
当
）
の
切

り
立
っ
た
崖
を
な
す
「
峡
谷
」
の
緑
地

で
す
。

　

崖
に
は
約
12
万
年
前
の
箱
根
噴
火
の

層
「
関
東
ロ
ー
ム
層
」
や
約
5
万
年
前

の
軽
石
な
ど
の
層
が
は
っ
き
り
と
見
え

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
使
っ
て
い

る
日
本
語
の
理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
を
知
り
、
逃
げ
た
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
が
な
く
、
ま
た
現

在
の
自
分
は
何
者
で
も
な
い
と
い
う
こ

と
は
理
解
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
成

長
の
機
会
だ
と
割
り
切
る
こ
と
で
前
に

進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

で
き
な
い
こ
と
、
足
り
な
い
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
た
と
し
て
も
、
成
長

の
き
っ
か
け
を
見
つ
け
た
と
考
え
、
一

歩
ず
つ
進
む
こ
と
の
大
切
さ
を
大
学
時

代
、
法
科
大
学
院
時
代
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
貴

重
な
財
産
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
神
奈
川
大
学
に

少
し
で
も
還
元
で
き
る
よ
う
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（
92
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
15
年

法
律
学
科
卒
業
。
同
年
神
奈
川
大
学
法

科
大
学
院
に
入
り
、
18
年
卒
業
。
21
年

司
法
試
験
合
格
。
22
年
か
ら
千
葉
県
に

あ
る
法
律
事
務
所
に
入
所
。
現
在
に
至

る
。）

で
シ
ニ
ア
テ
ィ
ー
を
使
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
個
人
的
に
大
変
楽
し
く
ゴ

ル
フ
が
で
き
た
一
因
と
な
り
ま
し
た
。

ス
コ
ア
は
と
も
か
く
終
了
後
の
懇
親
会

で
は
ゴ
ル
フ
以
外
で
参
加
さ
れ
た
同
窓

の
皆
様
と
美
味
し
い
料
理
を
囲
み
な
が

ら
大
学
時
代
の
思
い
出
や
大
学
の
近
況

な
ど
に
つ
い
て
も
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

皆
様
と
の
絆
が
一
層
深
ま
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
企
画
・

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
田
原　

清
彦
）

て
い
ま
し
た
。
緑
地
内
散
策
で
は
丹
沢

名
物
「
山や

ま
ひ
る蛭
の
歓
迎
」
が
あ
り
、
齢
70

で
は
あ
り
ま
す
が
、
た
っ
ぷ
り
献
血
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
一
時
豪
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、

丹
沢
山
系
の
久
遠
の
営
み
、
緑
地
に
暮

ら
す
小
さ
な
生
き
物
に
も
触
れ
、
泥
ん

こ
で
野
山
を
駆
け
回
っ
た
子
ど
も
の
頃

を
思
い
出
し
、
な
ん
と
な
く
„
ホ
ッ
ト

す
る
＂
一
日
で
し
た
。
参
加
者
は
14
人

で
し
た
。

（
白
山　

英
之
）

馬
上　

裕
之

2
０
１
5（
平
成
27
）年
法
学
部
法
律
学
科
卒

2
０
１
8（
平
成
30
）年
法
科
大
学
院
修
了

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

う
に
適
切
な
弁
護
士
を
見
つ
け
る
べ

き
か
に
つ
い
て
、
毛
塚
氏
が
ご
自
身

の
経
験
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
ま
し

た
。

講
演
内
容　
司
法
制
度
の
改
革
に
よ

り
、
2
０
２
０
年
度
の
弁
護
士
総
数

は
約
4
万
人
と
な
り
、
以
前
の
約
2

倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
弁
護
士
選
び

の
選
択
肢
が
増
え
る
中
で
、
ど
の
よ

講　

師
：
毛
塚　

衛 

氏

　
　
　
　
（
横
浜
馬
車
道
法
律
事
務
所　

代
表
弁
護
士
）

第137回フロンティアサロン

法
律
事
務
所
の
現
在
地  

～
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
弁
護
士
選
択
～

（2024/7/17　みなとみらいキャンパス開催）

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
前
向
き
な

力
に
変
え
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
ご

自
身
の
経
験
を
語
り
ま
し
た
。

講
演
内
容　
大
学
入
学
直
後
に
コ
ロ

ナ
禍
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な

り
、
さ
ら
に
大
学
2
年
次
に
は
突
然

目
の
障
が
い
が
発
症
す
る
と
い
う
逆

境
に
直
面
し
た
石
原
氏
。
こ
れ
ら
を

講　

師
：
石
原　

愛
依 

氏

　
　
　
　
（
ａ
ｕ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

所
属
ア
ス
リ
ー
ト
）

第139回フロンティアサロン

苦
難
と
の
向
き
合
い
方

（2024/11/20　みなとみらいキャンパス開催）

将
来
の
イ
ベ
ン
ト
を
記
入
す
る
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
人
生
設
計
を
再
考
す

る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

講
演
内
容　
仮
想
の
家
族
を
例
に
と

り
、
人
生
設
計
の
収
入
と
支
出
の
変

化
を
、
専
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
を
用
い
て
「
見
え
る
化
」
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
自
身
が
家
族
構
成
や

講　

師
：
村
田　

義
郎 

氏

　
　
　
　
（
ソ
ニ
ー
生
命
株
式
会
社
）

第138回フロンティアサロン

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー  

～
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
道
す
じ
～

（2024/9/18　みなとみらいキャンパス開催）

10
月
４
日
「
ゴ
ル
フ
の
会
」
を
開
催

10
月
４
日
「
山
歩
き
・
散
策
の
会
」
を
開
催

ゴ
ル
フ
の
会

山
歩
き
の
会

プレー前の集合写真

箱根交流会での集合写真

崖の表面に見える地層は関東ローム層

山歩きの会　集合写真
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硬
式
野
球
部
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
誕
生

庄
子
雄
大
選
手
が
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら
２
位
、

佐
藤
太
陽
選
手
が
西
武
か
ら
育
成
枠
指
名

水
泳
部
女
子
チ
ー
ム
、
３
年
ぶ
り
日
本
一
を
奪
還

　

本
年
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
は

10
月
24
日
、
東
京
都
港
区
の
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
開
か
れ
、

本
学
硬
式
野
球
部
の
庄
子
雄
大
選
手

（
人
間
科
学
部
4
年
）
が
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
か
ら
2
位
、
佐
藤
太

陽
選
手
（
人
間
科
学
部
4
年
）
が
埼
玉

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
育
成
枠
で
指
名

を
受
け
ま
し
た
。
本
学
の
選
手
が
プ
ロ

野
球
球
団
か
ら
指
名
を
受
け
る
の
は
、

21
年
人
間
科
学
部
学
部
卒
業
の
梶
原
昂

希
選
手
（
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
外
野
手
）
以
来
3
年
ぶ
り
の
快
挙
で

す
。
ド
ラ
フ
ト
会
議
当
日
、
横
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
庄
子
選
手
の
記
者
会
見
が

行
わ
れ
、
硬
式
野
球
部
の
部
員
を
は
じ

め
、
多
く
の
在
学
生
や
教
職
員
が
指
名

の
瞬
間
を
見
守
り
ま
し
た
。
庄
子
雄
大

選
手
は
、「
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

優
勝
争
い
を
し
て
い
る
チ
ー
ム
に
2
位

で
指
名
し
て
い
た
だ
け
た
の
は
素
直
に

嬉
し
い
で
す
。
一
日
一
日
が
勝
負
と
思

っ
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
佐

藤
太
陽
選
手
は
、「
プ
ロ
の
世
界
で
野

球
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

　

日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

（
イ
ン
カ
レ
）
が
9
月
5
日
か
ら
8
日
、

東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
本
学
水
泳
部
女
子
チ
ー
ム
が
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
、

個
人
の
活
躍
が
チ
ー
ム
の
得
点
と
な
り
、

大
学
対
抗
で
日
本
一
を
競
う
「
超
総
力

戦
」
で
す
。
各
大
学
が
拮
抗
す
る
中
、

1
年
生
の
長
岡
愛
海
選
手
（
経
済
学
部

1
年
）
が
1
０
０
ｍ
、
2
０
０
ｍ
背
泳

一
日
で
も
早
く
支
配
下
選
手
に
な
っ
て

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
選
手
に
な
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

2
人
の
活
躍
が
原
動
力
と
な
り
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
神
奈
川
大
学
野
球
秋
季
1

部
リ
ー
グ
戦
は
、
リ
ー
グ
優
勝
（
57
回

目
）
を
飾
り
ま
し
た
。
今
後
の
お
二
人

の
活
躍
を
、
卒
業
生
一
同
で
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ぎ
で
史
上
初
と
な
る
1
年
生
で
の

2
冠
を
達
成
。
小
畠
優
々
美
選
手

（
人
間
科
学
部
1
年
）
も
１
０
０

ｍ
、
2
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
川

口
茉
美
選
手
（
人
間
科
学
部
4

年
）
が
2
０
０
ｍ
自
由
形
で
3
位

入
賞
し
、
女
子
主
将
の
長
谷
珠
那

選
手
（
人
間
科
学
部
4
年
）
も
決

勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
各
選
手
が

持
て
る
力
を
出
し
切
り
、
着
実
に

得
点
を
重
ね
接
戦
を
制
し
ま
し

た
。　

　

長
谷
主
将
は
「
目
標
だ
っ
た
日

本
一
を
無
事
に
獲
得
で
き
た
。
熱

い
応
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
各
自
の
個
人
目
標

も
多
く
達
成
で
き
、
来
年
に
つ
な
が
る

試
合
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

の
結
果
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜
い
た

結
果
、
見
事
に
3
年
ぶ
り
の
王
座
奪
還

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
連
覇
の
か
か
っ

た
来
シ
ー
ズ
ン
も
、
引
き
続
き
声
援
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

左　佐藤太陽選手、右　庄子雄大選手

チャンピオンフラッグを掲げ喜びの部員たち

今回は、開設20周年を迎える神奈川大学エクステンショ
ンセンターとタイアップし、開催します。

開催日時：2025年1月30日(木) 13:30～15:30
場　　所：横浜開港記念会館
参 加 費：500円　先着200名(要事前申込)

講　　師：神奈川大学建築学部　内田　青蔵　特任教授

テ ー マ：重要文化財　横浜開港記念会館の特徴とその魅力
　　　　　-近代建築の最初期の保存・再生の事例として-

かつて中区公会堂として使われていた講堂▶

会場となる横浜開港記念会館
は2024年4月より、神奈川大
学が指定管理者となりました。
公会堂建築物として初めて国
の重要文化財に指定されてい
ます。

開催日時：2025年2月15日(土) 14時より
開催場所：みなとみらいキャンパス
【当日のスケジュール】
Ⅰ部　総会
　　　・2024年度事業報告及び決算
　　　・2024年度会計監査報告
　　　・2024年度委員会報告
　　　・2025年度事業計画(案)
　　　・2025年度予算(案)
　　　・大学の現況について
　　　　石渡　卓理事長・小熊　誠学長
Ⅱ部　講演会
　　　講師　関　ふ佐子　教授(神奈川大学法学部)
Ⅲ部　懇親会(みなとみらいキャンパス21階)

神奈川大学フロンティアクラブ
定時総会開催のお知らせ

2025
年度

神奈川大学産学交流
フロンティアサロンのご案内第141回

　
１
９
８
７
年
に
創
刊
し
た
「
神
奈
川
大
学
評
論
」
は
、„
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
“
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
雑
誌

で
す
。〈
知
〉
の
現
場
で
あ
る
大
学
な
ら
で
は
の
広
く
深
い
テ
ー

マ
と
、
大
学
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
執
筆
陣
に
よ
る
充
実

し
た
特
集
。
社
会
や
政
治
、
思
想
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
現
代
社
会
の
〈
い
ま
〉
を
様
々
な
切
り
口
で
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
価
格
は
税
込
８
８
９
円
（
送
料
別
）。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お

買
い
求
め
や
、
定
期
購
読
も
可
能
で
す
の
で
、
詳
細
は
大
学
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　フロンティアサロンや施設見学会、交流会などお得な情報をお送りします
ので、ぜひ友だち登録をお願いします！

　フロンティアクラブから郵送している各案内資料や卒業生の活躍、大学の情報等を会員の皆さまに
メールで、いち早くお届けしたいと考えています。メールアドレスの収集にご協力をお願いいたしま
す。
　メールをお使いの方は、以下のメールアドレスに氏名をご記入の上、お送りください。
　また、メールアドレスを変更された場合にも、お知らせいただきますようお願いいたします。
                                                    【メールアドレス】
                                       kufc-frontier@kanagawa-u.ac.jp

　10月1日より校友課に異動して参りました高師健
太朗と申します。私は2010（平成22）年に神奈川
大学法学部法律学科を卒業し、神奈川大学の事務職
員として18年に広報課に中途入職いたしました。在
学中の08年にリーマンショックが起こったことも
影響し、就職活動は大変苦労した世代です。広報課
では約6年半、さまざまな業務を経験させていただ
きました。これからは校友課での業務を通じて、皆
さまに一日でも早く顔と名前を覚えていただけるよ
う努めます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

神奈川大学フロンティアクラブでは、公式LINEの運用をしています！

メールアドレスの収集について

よろしくお願いします 校友課　高師　健太朗

異動職員のご紹介

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

2023年の授業でゲストスピーカーとして来校された谷
本歩実さんと（アテネ、北京大会女子柔道63kg級金メ
ダリスト）

友だち追加は隣の画像をクリック！ ▶

声
で
奏
で
る
メ
ロ
ディ
ー      

　
楽
器
を
使
わ
ず
、
人
間
の
声
だ
け
で
演

奏
を
す
る
音
楽
ス
タ
イ
ル
の
「
ア
カ
ペ
ラ
」。

音
楽
が
好
き
な
方
に
は
、
ぜ
ひ
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
J
A
C
K
を
お
す
す
め
し
た
い
。

　
田
村
雅
久
代
表
（
情
報
シ
ス
テ
ム
創
成
・

3
年
）
は
「
ア
カ
ペ
ラ
は
〝
楽
器
が
必
要

な
い
〞
こ
と
も
あ
り
、
誰
で
も
す
ぐ
に
始

め
ら
れ
、
場
所
を
選
ば
ず
に
ど
こ
で
も
演

奏
が
出
来
る
。
ま
た
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル

に
縛
り
が
な
く
、
ジ
ャ
ズ
か
ら
近
代

曲
ま
で
幅
広
い
表
現
で
き
る
こ
と
が

魅
力
だ
」と
話
し
て
く
れ
た
。
同
サ
ー

ク
ル
は
、
週
1
回
の
全
体
練
習
を
基

本
と
し
て
お
り
、
発
声
や
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
と
声
合
わ
せ
を
中
心
に
練
習
し
て

い
る
。
ま
た
年
2
回
ラ
イ
ブ
を
開
催
し

て
お
り
、
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
こ

と
も
で
き
る
と
い
う
。「
積
み
上
げ
て
き

た
成
果
を
、
お
客
様
の
前
で
演
奏
し
た
と

き
は
達
成
感
が
あ
る
」
と
田
村
代
表
は
話

す
。
ア
カ
ペ
ラ
と
聞
く
と
初
心
者
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
そ
う
に
見
え
る
が
、
声
域
の
高

い
・
低
い
に
関
係
な
く
、
自
分
に
合
っ
た

パ
ー
ト
が
必
ず
見
つ
か
る
と
の
こ
と
。
田

村
代
表
は
「
初
心
者
の
方
の
練
習
方
法
も

あ
り
、
各
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
が
練
習
方
法

を
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
欲
し

い
」
と
続
け
て
話
し
て
く
れ
た
。

　
最
後
に「
横
浜
と
み
な
と
み
ら
い
の
両

キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
め
て
メ
ン
バ
ー
が
60
人

以
上
在
籍
し
て
お
り
、
多
く
の
人
と
交
流

も
で
き
る
。ア
カ
ペ
ラ
を
通
し
て
思
い
出
に

残
る
大
学
生
活
に
な
る
と
思
う
の
で
、一
度

遊
び
に
来
て
欲
し
い
」と
話
し
て
く
れ
た
。

ア
カ
ペ
ラ
未
経
験
者
・
経
験
者
問
わ
ず
、
音

楽
が
好
き
な
方
は
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
？

アカペラサークルJACK

田村 雅久 代表（情報システム創成・3年）

アカペラサークルJACK
活動詳細はこちら

本
気
の
お
笑
い
を
神
大
か
ら
！

　
創
立
3
年
目
を
迎
え
た
神
奈
川
大
学
お

笑
い
サ
ー
ク
ル
K
Y
S
は
、
お
笑
い
が
好

き
・
プ
ロ
の
芸
人
を
目
指
し
た
い
方
に
お

す
す
め
の
サ
ー
ク
ル
だ
。

　
砂
渡
部
長
（
化
学
・
4
年
）
は
「
私
自

身
が
プ
ロ
の
お
笑
い
芸
人
を
目
指
し
て
お

り
、
大
学
で
も
経
験
を
積
み
た
い
と
考
え

て
い
た
。
経
験
を
積
む
の
で
あ
れ
ば
、
同

じ
志
を
持
つ
仲
間
と
活
動
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上

げ
た
」
と
振
り
返
る
。
同
サ
ー
ク
ル

は
週
2
回
の
活
動
を
基
本
と
し
て
お

り
、
ネ
タ
作
り
や
ネ
タ
合
わ
せ
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
月
1
回
の
頻
度
で
、サ
ー

ク
ル
内
で
必
ず
新
ネ
タ
を
披
露
す
る
場

を
設
け
て
お
り
、
実
践
的
な
経
験
も
積

ん
で
い
る
と
い
う
。
月
1
回
の
頻
度
は
他

大
学
の
サ
ー
ク
ル
か
ら
見
て
も
多
い
よ
う

で
、
驚
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　
最
近
で
は
、
他
大
学
の
お
笑
い
サ
ー
ク

ル
と
交
流
が
増
え
て
き
た
よ
う
で
「
2
月

25
日
（
日
）
に
〝
横
浜
新
時
代
〜
横
浜
市

内
お
笑
い
サ
ー
ク
ル
合
同
寄
席
〜
〞を
他

大
学
と
開
催
し
出
演
し
て
き
た
」
と
話
す

砂
渡
部
長
。
大
き
な
会
場
で
の
ネ
タ
披
露

は
、学
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。「
こ

れ
を
機
に
、
今
年
度
は
単
独
ラ
イ
ブ
の
開

催
や
賞
レ
ー
ス
へ
の
参
加
な
ど
更
に
活
動

範
囲
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
最
後
に
「
お
笑
い
は
好
き
だ
け
ど
舞
台

に
立
つ
の
が
怖
い
と
い
う
方
も
、
照
明
や

音
響
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
な
ど
裏
方
と
し
て

活
躍
が
出
来
る
場
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
見
学
し
に
き
て
ほ
し
い
」
と
熱
く
話
し

て
く
れ
た
。
お
笑
い
が
好
き
・
興
味
が
あ

る
方
は
、
一
度
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
。

砂渡 部長（化学・4 年）

神奈川大学
お笑いサークルKYS
活動詳細はこちら

文化系の課外活動団体と
サークルを紹介！
体育会団体以外にも、文化系団体、サークルが日々 活動を行っております。
今回は、下記の6団体をご紹介いたします。

文化系
だより

運動部だけじゃない！運動部だけじゃない！

児童福祉ボランティアサークルSUNS 児童福祉ボランティアサークルSUNS
活動詳細はこちら 将棋部 将棋部

活動詳細はこちら

管弦楽団 管弦楽団
活動詳細はこちら

オープンキャンパス企画部 オープンキャンパス企画部
活動詳細はこちら

神
奈
川
大
学
の
良
さ
を
届
け
る
企
画
を
！     

　
春
と
夏
に
行
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
高
校
生
た
ち
に
神
奈
川
大
学
の

魅
力
を
伝
え
る
為
の
イ
ベ
ン
ト
を
日
々
企

画
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画

部
。
同
サ
ー
ク
ル
は
〝
学
生
主
体
〞
で
イ

ベ
ン
ト
を
創
り
上
げ
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
毎
に
大
き
な
や
り
が
い
を
得

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
大
門
雅
サ
ー
ク
ル
長
（
歴
史
民
俗
・
3

年
）
は
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
高
校
生
た
ち
の
前
に
立
っ
て
各

学
科
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。
最
近

で
は
、
入
試
情
報
の
説
明
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
の
引
率
な
ど
も
増
え
て

き
て
お
り
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て

い
る
」
と
話
す
。
同
サ
ー
ク
ル
は
週

1
回
程
度
集
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
・

I
n
s
t
a
g
r
a
m
の
更
新
・
人
事
・

書
記
の
4
つ
の
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
て

い
る
。
ま
た
各
学
科
の
情
報
を
伝
え
る
為

に
も
、
様
々
な
学
科
の
学
生
が
集
ま
っ
て

活
動
し
て
い
る
の
も
同
サ
ー
ク
ル
の
特
徴

の
よ
う
で
「
活
動
を
通
し
て
各
学
科
を
知

る
こ
と
で
、
神
奈
川
大
学
の
魅
力
を
再
発

見
で
き
る
」と
話
し
て
く
れ
た
。サ
ー
ク
ル

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
く
、
活

気
の
あ
る
活
動
が
出
来
て
い
る
よ
う
だ
。

　
最
後
に
「
今
年
度
も
新
し
い
企
画
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。〝
受
動
的
〞
で
は
な
く

〝
能
動
的
〞
な
活
動
を
意
識
し
て
、
昨
年

度
を
超
え
る
企
画
を
創
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
熱
い
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

今
後
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
部
の

考
え
る
企
画
が
楽
し
み
だ
。

大門 雅 サークル長（歴史民俗・3年）
出身校：岸根（神奈川）

演
奏
で
観
客
に
感
動
を
届
け
る
！

　
多
彩
な
楽
器
が
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、

定
期
演
奏
会
の
開
催
や
箱
根
駅
伝
を
は
じ

め
と
し
た
課
外
活
動
団
体
の
応
援
演
奏
を

行
う
管
弦
楽
団
。
音
楽
の
力
で
元
気
や
感

動
を
届
け
た
い
方
に
お
す
す
め
の
部
活
だ
。

　
宮
脇
信
一
団
長（
経
営
工
学・3
年
）は「
昨

年
は
、
地
域
交
流
を
目
的
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
機
会
が
多
か
っ
た
。
小
学
校
の
総
合

学
習
の
一
環
や
、
自
治
体
の
行
事
の
場
で

演
奏
を
す
る
な
ど
、
音
楽
を
通
し
て

地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
増
え
た
1

年
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
演
奏
会

後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
感
想
を

書
い
た
お
手
紙
を
も
ら
う
な
ど
嬉
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
添
え
て
く
れ
た
。

同
部
は
週
3
回
の
全
体
練
習
を
基
本
と

し
て
お
り
、
楽
器
ご
と
に
ト
レ
ー
ナ
ー

を
招
い
た
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、
春
と
冬

に
年
2
回
開
催
さ
れ
る
定
期
演
奏
会
に
向

け
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
宮
脇
団
長
は

「
一
番
の
目
標
は
、
定
期
演
奏
会
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
。
練
習
の
成
果
を
お
披
露
目
し

て
、
お
客
様
に
管
弦
楽
の
魅
力
を
お
届
け

し
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
定
期
演
奏

会
で
は
、
5
0
0
名
を
超
え
る
方
が
駆
け

つ
け
る
よ
う
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
フ
ァ
ン
も
多
い
そ
う
だ
。

最
後
に
「
学
年
に
隔
た
り
は
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
れ
た
活
動
が
で
き
て

い
る
。
一
体
感
の
あ
る
演
奏
を
心
が
け
、

2
0
2
4
年
6
月
28
日
（
金
）に
開
催
す
る

第
83
回
定
期
演
奏
会
を
成
功
に
導
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
た
。
楽
器
未

経
験
の
方
で
も
始
め
ら
れ
る
管
弦
楽
団
。

音
楽
が
好
き
・
楽
器
を
演
奏
し
て
み
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
見
学
・
体
験
し
に
行
っ
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

宮脇 信一 団長（経営工学・3 年）　
出身校：攻玉社（東京）

私
た
ち
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
！

　
未
就
学
児
や
知
的
障
害
を
抱
え
た
子
ど

も
た
ち
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
神
大

フ
ェ
ス
タ
に
て
子
ど
も
向
け
の
縁
日
開
催

な
ど
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
を
中
心
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
行
っ
て
い
る
児
童

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
S
U
N
S
。

　
大
畑
俊
介
学
生
代
表
（
生
物
科
・
3
年
）

は
「
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
い
る
と
私
た

ち
自
身
も
笑
顔
に
な
れ
る
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
楽
し
さ
を
話
し
て
く
れ
た
。
同
サ
ー

ク
ル
は
週
1
回
程
度
、
お
昼
に
集
ま
っ
て

昼
食
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
兼
ね
た
〝
昼

会
〞
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
通
し
て
サ
ー
ク
ル
全
員
に
共
有
し
、参
加

で
き
る
方
を
募
り
な
が
ら
日
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

最
近
で
は
、
海
岸
の
清
掃
活
動
な
ど
に
も

参
加
し
て
お
り
活
動
の
幅
も
広
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

サ
ー
ク
ル
は
常
に
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
る
よ
う
で
「
私
も

2
年
生
か
ら
サ
ー
ク

ル
に
加
入
し
ま
し
た
。

厳
し
い
上
下
関
係
も
な
く
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
ら
れ
た
」
と
話
す
大
畑
学
生
代
表
。

メ
ン
バ
ー
同
士
も
仲
が
良
い
よ
う
で
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
旅
行
な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
く

実
施
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
最
後
に
「
ど
ん
な
人
で
も
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
だ
。

無
理
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
は
お
願
い
し

て
い
な
い
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
学
年

問
わ
ず
見
学
し
に
来
て
欲
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
た
。
児
童
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
S
U
N
S
の
今
後
の
活
動
に
期

待
し
た
い
。

大畑 俊介 学生代表（生物科・3年）

B
1
級
復
帰
を
目
指
し
て
！

2
0
2
3
年
11
月
12
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た
令
和
5
年
度
関
東
大
学
将
棋
連
盟
秋

季
団
体
戦
B
1
級
に
て
、
上
位
校
に
善
戦

す
る
も
一
歩
及
ば
ず
B
2
級
に
降
級
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
将
棋
部
。
B
1
級
に
復

帰
す
る
た
め
に
新
体
制
が
始
動
し
た
。

　
安
中
太
一
部
長
（
法
律
・
3
年
）
は
「
負

け
越
し
て
は
し
ま
っ
た
が
、
1
位
の
明
治

大
学
か
ら
3
勝
を
奪
う
こ
と
が
で
き
、
戦

え
る
実
力
は
再
認
識
で
き
た
」
と
振

り
返
る
。
同
部
は
月
に
数
回
の
部
会

を
開
き
、
部
全
体
で
対
局
を
行
う
こ

と
を
主
な
練
習
と
し
て
い
る
が
、
授

業
の
空
き
時
間
に
も
部
室
に
集
ま
り

個
人
で
自
主
練
に
励
む
部
員
も
多
い
と

い
う
。
ま
た
将
棋
の
周
知
活
動
の
一
環

で
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
将
棋
教
室

を
開
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
こ

な
っ
て
お
り
、
活
動
も
幅
広
さ
も
同
部
の

特
徴
の
一
つ
だ
。

　
毎
年
の
新
入
部
員
に
つ
い
て
「
経
験
者

だ
け
で
な
く
未
経
験
者
も
歓
迎
し
て
い
る
。

将
棋
の
楽
し
さ
や
奥
深
さ
を
知
っ
て
欲
し

い
」
と
話
す
安
中
部
長
。
戦
略
の
数
、
数

手
先
を
読
む
力
や
思
考
の
読
み
合
い
な
ど
、

ど
こ
ま
で
も
突
き
詰
め
て
い
る
魅
力
を

知
っ
て
欲
し
い
そ
う
だ
。

最
後
に
「
必
ず
B
1
級
に
復
帰
す
る
。
運

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
競
技
だ
か

ら
こ
そ
、
知
識
や
練
習
量
が
そ
の
ま
ま
結

果
に
反
映
さ
れ
る
。
し
っ
か
り
経
験
を
積

ん
で
戦
っ
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
想
い
を

語
っ
て
く
れ
た
。
今
年
も
将
棋
部
の
活
躍

を
応
援
し
た
い
。

安中 太一 部長（法律・3 年）　
出身校：座間高校（神奈川）

神奈川大学お笑いサークルKYS

　
　
2
0
2
4
年
3
月
7
日
（
木
）
〜

10
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
ヤ
シ
ャ
・

ド
ク
＆
ベ
ー
ビ
・
エ
ム
レ
国
際
大
会
女

子
72
㎏
級
に
て
、
新
倉
す
み
れ
女
子
主

将
（
人
間
科
・
4
年
）
が
自
身
初
と
な

る
国
際
大
会
で
の
優
勝
に
輝
い
た
。「
重

量
級
で
は
珍
し
い
4
試
合
と
試
合
数
の

多
い
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
持
ち
味
を
活

か
し
た
レ
ス
リ
ン
グ
が
で
き
た
。
優
勝

し
た
こ
と
で
自
信
が
つ
く
大
会
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
も
と
も
と
フ
ィ
ジ

カ
ル
面
に
強
み
の
あ
る
新
倉
女
子
主
将

だ
が
、
海
外
の
選
手
は
パ
ワ
ー
で
押
し

切
る
こ
と
が
多
く
、
国
際
大
会
で
は
毎

回
苦
戦
を
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
日
々

の
練
習
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
今
年
度
の
練
習
に
つ
い
て
「
レ
ス
リ

ン
グ
部
の
新
入
部
員
の
中
に
、
新
し
い

レ
ス
リ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
選
手
も
い
る

の
で
、
刺
激
の
あ
る
練
習
が
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
苦
手
と
す
る
左
構
え
の
選

手
の
対
策
と
し
て
、
攻
撃
の
幅
を
広
げ

る
た
め
に
新
し
い
技
を
練
習
し
て
い
る
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
週
6
日
の
ハ
ー
ド

な
練
習
が
、
新
倉
女
子
主
将
を
世
界
ク

ラ
ス
の
選
手
へ
押
し
上
げ
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

　
最
後
に
「
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た
の

は
、
中
学
2
年
生
か
ら
と
他
の
選
手
と

比
べ
て
遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、

勝
つ
こ
と
の
楽
し
さ
を
経
験
し
な
が
ら

今
の
舞
台
ま
で
上
が
っ
て
く
る
こ
と
が

出
来
た
。
大
学
生
活
最
後
と
な
る
今
年

度
は
、
非
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
世
界
選
手

権
大
会
に
必
ず
出
場
し
、
金
メ
ダ
ル
で

レスリング部

目
指
す
は

世
界
の
頂
点
へ
！

NIKURA SUMIRE  

レスリング部
活動詳細はこちら

新倉 すみれ 女子主将 （人間科・4年）
出身校：安部学院 （東京）

締
め
く
く
り
た
い
」
と
熱
い
想
い
を
語
っ

て
く
れ
た
。
今
年
度
も
新
倉
女
子
主
将

が
、
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
姿
に
期
待

し
た
い
。

　
2
0
2
3
年
7
月
12
日
（
水
）
〜
16
日

（
日
）
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

た
第
25
回
ア
ジ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
の
女
子
20
㎞
競
歩
に
、
日
本
代
表
と

し
て
出
場
し
た
内
藤
未
唯
選
手
（
人
間

科
・
4
年
）
は
1
時
間
37
分
35
秒
の
好

成
績
で
4
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
内
藤
選
手
は
「
初
め
て
日
本
代
表
に

選
ば
れ
、
緊
張
感
の
中
で
挑
ん
だ
大
会

で
し
た
。
表
彰
台
に
立
つ
こ
と
を
目
標

に
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
試
合
で

は
あ
と
一
歩
が
届
か
な
か
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。
4
位
と
い
う
結
果
に
悔
し

さ
を
滲
ま
せ
つ
つ
も
、
日
本
と
は
異
な

る
気
候
の
中
で
も
万
全
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
整
え
て
、
最
後
ま
で
走
り
抜

く
健
闘
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
そ
の
後
、
2
0
2
3
年
10
月
22
日
に

山
形
県
高
畠
市
で
開
催
さ
れ
た
第
60

回
全
日
本
35
㎞
競
歩
高
畠
大
会
で
は

一
般
女
子
35
㎞
W
に
出
場
し
、
2
時
間

50
分
35
秒
と
日
本
歴
代
3
位
の
好
記
録

で
優
勝
に
輝
い
た
。
大
会
を
振
り
返
り

「
35
㎞
は
初
め
て
の
出
場
だ
っ
た
が
、
序

盤
か
ら
良
い
ペ
ー
ス
展
開
し
な
が
ら
維

持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
長
距
離

に
挑
戦
し
た
こ
と
で
ペ
ー
ス
配
分
の
重

要
性
を
感
じ
ま
し
た
」
と
新
た
な
手
応

え
を
話
し
て
く
れ
た
。

今
年
の
目
標
に
つ
い
て
「
来
年
開
催
さ

れ
る
東
京
2
0
2
5
世
界
陸
上
に
出
場

し
た
い
。
大
会
毎
に
自
己
ベ
ス
ト
更
新

を
意
識
し
な
が
ら
選
出
さ
れ
る
よ
う
に

取
り
組
み
た
い
」
と
世
界
の
舞
台
を
見

据
え
て
い
た
。
高
校
生
の
時
に
競
歩
と

陸上競技部

NAITO MIYU 

陸上競技部
活動詳細はこちら

内藤 未唯 選手 （人間科・4 年）　
出身校：石橋 （栃木）

　
神
奈
川
大
学
に
は
課
外
活
動
団
体
に

所
属
せ
ず
個
人
で
優
秀
な
成
績
を
残
す

ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
数
多
く
存
在
す
る
。

今
回
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
活
躍
す
る
砂
川

圭
貴
選
手
（
国
際
経
営
・
4
年
）
を
紹

介
し
た
い
。
砂
川
選
手
は
、
2
0
2
3

年
10
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
第
52
回
秋
季
全
日
本
学
生

サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
に
て
、
メ
ン
A
ク

ラ
ス
と
L
B
メ
ン
ク
ラ
ス
の
両
ク
ラ
ス

で
優
勝
す
る
好
成
績
を
残
し
た
。
メ
ン

A
ク
ラ
ス
は
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
L
B

メ
ン
ク
ラ
ス
は
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
扱
う

為
、
種
目
の
違
う
競
技
で
の
２
冠
は
快

挙
で
あ
る
。「
前
回
大
会
は
、
L
B
メ
ン

ク
ラ
ス
で
優
勝
を
逃
し
て
し
ま
い
、
悔

し
い
思
い
を
し
た
。
昨
年
を
超
え
る
結

果
を
残
せ
て
嬉
し
い
」
と
話
す
砂
川
選

手
の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　「
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
幼
少
期
は
遊

び
程
度
だ
っ
た
が
、
波
を
乗
り
こ
な
す

快
感
や
サ
ー
フ
ィ
ン
の
奥
深
さ
に
の
め

り
込
ん
で
い
っ
た
」
と
振
り
返
る
砂
川

選
手
。
ま
た
、
中
学
生
時
代
か
ら
の
友

人
で
現
役
の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
で
も
あ

る
堀
越
類
選
手
の
影
響
も
大
き
い
よ
う

で
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
今
の

レ
ベ
ル
ま
で
成
長
出
来
た
と
の
こ
と
だ
。

　
サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
い
て
「〝
競
技
〞

だ
け
で
な
く
〝
娯
楽
〞
と
し
て
も
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
う
。
何
歳
か
ら

で
も
始
め
ら
れ
、
交
友
関
係
も
増
え
て

い
く
」
と
話
す
。
最
近
で
は
、
1
人
で

も
多
く
の
方
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
指
導
や
魅
力
の
発
信

も
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
最
後
に
「
今
年
度
も
両
ク
ラ
ス
で
優

勝
を
勝
ち
取
り
た
い
。
た
だ
、
結
果
ば

か
り
を
追
い
求
め
ず
〝
サ
ー
フ
ィ
ン
〞

サーフィン

サ
ー
フ
ィ
ン
の
魅
力
を

届
け
た
い
！

東
京
2
0
2
5
世
界
陸
上

出
場
に
向
け
て

SUNAGAWA KEIKI 

砂川 圭貴 選手
活動詳細はこちら

砂川 圭貴 選手 （国際経営・4 年）

を
心
か
ら
楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
想
い

を
語
っ
て
く
れ
た
。
今
年
も
砂
川
選
手

の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
2
0
2
3
年
10
月
21
日
（
土
）・
22
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
第
96
回
日
本
学
生

氷
上
選
手
権
大
会
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

競
技
兼
第
46
回
日
本
学
生
シ
ョ
ー
ト
ト

ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大

会
男
子
1
5
0
0
ｍ（
以
下
、
イ
ン
カ
レ
）

に
て
優
勝
に
輝
い
た
石
井
桜
汰
主
将
（
人

間
科
・
4
年
） 

。「
イ
ン
カ
レ
で
は
、
自

分
の
理
想
的
な
滑
り
や
レ
ー
ス
展
開
が

で
き
た
。
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
は
、

優
勝
ま
で
一
歩
届
か
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
優
勝
が
で
き
た
嬉
し
さ

と
自
身
の
滑
り
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が

出
来
る
大
会
と
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

昨
年
度
は
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
滑
り
が
出
来
て
い
る
感
覚
は
あ
っ
た

も
の
の
、
勝
ち
き
れ
な
い
焦
り
か
ら
メ

ン
タ
ル
面
で
負
け
て
し
ま
う
こ
と
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
た
だ
そ
の
反
面
、
自

ら
を
律
し
な
が
ら
練
習
に
打
ち
込
む
こ

と
が
出
来
た
よ
う
で
、
そ
の
成
果
が
イ

ン
カ
レ
で
発
揮
さ
れ
た
。

　
練
習
に
つ
い
て
「
4
月
か
ら
強
度
を

上
げ
た
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ー
キ
ッ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
イ
ク
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
極
限
ま
で
体
力
を
追
い
込

む
も
の
か
ら
、
体
幹
を
鍛
え
る
ウ
ェ
イ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
フ
ォ
ー
ム
練
習
を
週
6
日
間
の
練
習

で
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
」
と
話
し
て

く
れ
た
。
こ
の
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
へ
と

進
化
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
「
大
学
生
活
の
集
大
成
と
な

スケート部

目
指
す
は

世
界
の
舞
台
へ
！

ISHII OUTA 

スケート部
活動詳細はこちら

石井 桜汰 主将 （人間科・4 年）

る
よ
う
な
1
年
間
に
し
た
い
。
イ
ン
カ
レ

距
離
別
で
の
複
数
優
勝
や
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
世
界
で

も
戦
え
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
。

そ
の
為
に
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
真
摯
に

ス
ケ
ー
ト
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」

と
熱
い
想
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。
今
年
も

石
井
主
将
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

出
会
っ
た
内
藤
選
手
。
当
初
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
陸
上
競
に
入
部
し
た
が
、

競
歩
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
を
見
て
、

自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
挑
戦
し
た
の

が
キ
ッ
カ
ケ
だ
っ
た
と
い
う
。
大
学
で

は
、
コ
ー
チ
と
二
人
三
脚
で
実
力
を
付

け
、
日
本
屈
指
の
選
手
に
な
る
ま
で
成

長
を
遂
げ
た
。
今
後
も
世
界
の
舞
台
で

競
い
合
う
姿
に
期
待
し
た
い
。

ⒸKOTONE NARIKUNI

挑 勝
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「神大スポーツ」では、 体育会・文化系問わず、 課外活動で活躍する学生や指導者たちの最新記事を掲載！
学内のみならず、 広く国内外で活躍する神大生の情報をお届けします。
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